平成２６年度　大阪府河川構造物等審議会「第１回津波対策検討部会」　議事概要

日時：平成２７年 １月２６日 (午後６時～午後８時)

場所：西大阪治水事務所　１階ＡＢ会議室

出席委員：戸田委員、阿部委員、杉村委員、高橋委員
１．部会長の選任について

○津波対策検討部会の部会長は互選により戸田委員とする。

２．新たな津波対策について

【事務局説明】

○新たな津波対策施設9案について防御エリアに着目、一次選定として実現性（概略工事費等）や効果（鉄扉への影響等）の観点で事務局として評価案を提示。
【委員意見】

○水門案1は現施設であり、他の案を比較する上での参考または基準となるため残す。

○減勢施設案2は減勢施設案３に比べメリットがあまり無くコストが高いため除外。
○減勢施設は、減勢施設から水門までの距離と減勢効果について今後検討が必要。
○減勢施設のみではなく、水門あるいは水門に減勢施設を併用する案が有力。
○今後詳細の検討にあたっては資金調達面や維持管理費も考慮すべき。
（まとめ）
○「水門案１・２」、「水門案５」「減勢施設案１」「減勢施設案３」について、本日出た意見を踏まえて検討を進める。
３．三大水門閉鎖に伴う反射波対策について

【事務局説明】

○地震による防潮堤の液状化沈下等を考慮し、水門操作によるL2津波の反射波発生状況を確認。
○「防潮堤の嵩上げ・沈下対策案」では、効果は顕著だが、一部堤防の沈下量の精査が必要。
○「河床掘削案」では、今回の掘削方法では掘削の為の投資に見合ったレベルの効果は確認されなかったが、掘削方法の工夫による効率の改善が必要。
○「減勢施設設置による反射波抑制の検証」では、木津川水門下流での浸水範囲抑制効果は見られたが、広域的な影響について確認が必要。
○「防波堤設置案」では、一定の効果がみられたが、効果発現までに時間を要する。
【委員意見】

○将来建設予定の防波堤については、木津川に効果的なものから設置することも検討されたい。
○防潮堤の嵩上げ高や延長については、今後精査されたい。

○L2津波に対しては避難を最優先に人命を救うという観点から、水門の閉鎖に関係なく浸水深が深い場所を減らすことのほうが大事ではないか。
○L２津波に対する浸水深の深い場所について、地形を含めて確認されたい。
○「逃げる」ことを考えると、堤防の嵩上げなどにより守ることも重要だが、逃げる場所の確保や避難計画の充実も必要である。

（まとめ）
○将来計画の防波堤も視野に入れながら、最も効果が顕著であった防潮堤の嵩上あるいは沈下対策案を主な対策として検討を進める。
参考資料４








